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In order to find tlle factorsi11月uencing nitrate accumulatiollilltOmatO fruit，  

molybdenumdeficiencyandlackoflightingwerei【lVeStigaLed．  

The results obtained．arc：   

1）＾ppreciableamountofnitratewas detcctedin tomato fruit grown on molyb－  

denumdeficiency，butremarkable accumulation was not．  

2）A negativc correlation was obtained betwccn the contents of ascorbate and  

nitratcin tomato fllユit．   

3）Nitratewasaccumul：ltedinto111ntOfl．ujtwhellgrOWnunderslladingwithcheese  

Clotll．   

1 緒  

トマト果実のNO′さ－N若妻引こ閲し，3報1）・〇）・3）・4）までにトマトのNO′3－N吸収，移行などの  

生理作用を，欝4報5）では環境条件の一要因である窒素肥料の影響を検討した．果実のNO′8－N  

は土壌中の存在するNO′㌻Nが根に吸収され，地上部を移行して果実に入ったものであり，この  

観点から窒素肥料ほ蓄掛こ重大な影響をもつ．しかし4報5〉で報告した如く，窒素施肥畳と蓄積の  

関係は不明な点が多い．   

完熟果でのNO′3－N蓄積量は果実の熟度と関係し，特に緑自動ないし催色勘以後の熟度の進行  

－312－   



中の体内生理と開拓がある推定5）した．生理作用のうち直接閥係するのは硝酸還元博美系であろ  

う．この酵素系には丸旭が必要でMoは電子運殿の役割をするといわれ8），Moが欠乏すると茎葉  

にNO′3－Nが異常に蓄積し，これにMoを添加するとNO′8－N蓄積量は少なくなるという数多く  

の報告了）・8）・9）・10）がある，また光は光合成の点から硝酸還元を促進11）・1空）するといわれている．   

本報告はトマト果実の硝酸塩寄掛こおよぽすMoと光の影響について数年間行なった栽培実験結  

果である．   

2 実験方法  

2－1大豊，ガラス室ポット砂栽培（1967年冬季）   

7月11日播種し，8月23日定植し，3段果房止めとした・  

標準培養液組成   

N210，P31，K234，Ca200，丸1Ig48．Fel，8，BO．5，MnO．5，MoO．05，ZnO．05，CuO．02  

ppm．（NはすペてNO′3－Nで与えた）  

試 験 区   

No，。一N70ppm，140ppm，210ppm，280ppm，210岩±420ppm（各花房の1番花開花7日後  

1週間のみ420ppmにする）の5区にMo添加区と丸lo無添加区を設けた・Mo添加区ほ上記標  

準液に準じ，Mo無添加区ほ上記標準液のMoを除いた培養液である・   

2－2 Ⅱ1370，ガラス圭ポット砂栽培（1968年冬季）   

8月10日播覆し，9月4日に定植した．  

標準培養液組成   

N140，P21，K157，Ca134，Mg32，Fel．8，BO．5，丸・InO．5，h′IoO．05，ZnO．05，CuO．02  

ppm（Nは全てNO′8－Nで与えた）  

試 験 区  

NO′。－N280ppnlの培養液にMoを加える区と加えない区を設けた・   

2－3 Chicoガラス室ポット砂栽培（1966年夏季）   

5月17日播種し，7月5日に定植した．  

標準培養液組成   

N120，P60．K60，Mg25，Fe2．2，BO．4，MnO．5，MoO・04，ZnO・05，CuO・02ppm・  

（Nは全てNO′8－Nで与えた）  

試 験 区   

九Ioを含むpH4．5，丸′Ioを加えずWを添加したpH5．8，Moを加えないp口5・8の3寝の培  

養液で栽培し，果実が着色しはじめる頃，0．01～0．05％モリブデン酸ソーダー溶液を巽南散布する  

区としない区を設けた．   

2－4 Ⅱ1370Tem－Coれ内ポット砂栽培（1g68年夏季）  
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6月18日播種し，7月16日定植した．  

標準培養液組成   

2－2に準ずる．  

試 験 区   

NO3－N150ppm，140＝350ppm（各花房の1香花開花7日後1週間350ppmにする）区に  

Mo添加し 無儲加区を組み合わせた．  

気象条件   

昼間時間6時から20時までとし，気温270C，湿度75％，照度（人工光）70，000ルックスとした．  

夜間時間は20時から6時までとし，190C，75％とした．   

2－5 大豊，ガラス室ポット砂栽培（1g87年冬季）   

育苗，培養液組成ほ全て2－1に準ずる．  

試 験 区   

NO′8－N210ppmの標準培養液で，トマト株を寒冷沙2枚被覆する区としない区を設軌果実の  

NO′3－N蓄魔の遮光の影響をみた．   

2－8 托1370ガラス室ポット砂栽培（1968年冬季）   

育i臥 培養液組成は2－2に準ずる．  

試 故 区  

NO′3→N70ppm，140ppm，280ppmの培養液で，トマト株を寒冷沙2枚被現する区としない区  

を設けた．   

2－7 Ⅱ1370，Cbico，のぞみ，圃場栽培（1968年夏季）   

3月5日播麗し，4月25日に定植した．  

壊準施肥畳   

N：P：K＝20：30：30kg／10aとした．施肥窒素のi10％を元肥に60％を追肥とした．P肥料ほ  

全量元肥とし∴K肥料は半量ずつ元肥と追肥に与えた．  

試 験 区   

上記標準施肥畳区で，寒冷沙1枚のトンネル栽培をしトマトを遮光する区と，標準法の遮光しな  

い区を比較した．   

2－8 NO′a－N測定法   

2－3の場合にはカドミウムカラム法18）で，他はBray氏の変法14）を用いた．   

2－9 アスコルピン酸測定法】8）ジアゾ化した右メトオキシ，2．ニトロアニリン呈色を用いる方  

法を使用した．  

3 実験結果  

3－1Moの影響について  

3－1－1大豊，ガラス室ポット砂鼓培（1967年冬季）  
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Tablel Effect of the fertilization of nitrale together withIl101Ybdenl川10n the  

accunlulation of nitratein tornato fruit on sand culture  

Var．Taiho．Winter1967．  

＊NO′＄－Nlevelin cult11ralso）ution   
＊＊Cultivatedon210ppmNO′3－N，Which wasraisedto420ppm from the7thdaytothe14th  

dayafter the first flower ofeachclusteropened・  

Tablelに示すように，1段果房の果実ではMo添加区と無添加区の間に差がみられなかった．  

2段果房の果実では培地のNO′3－N210ppm，280ppm区のMo無添加区はMo添加区より蓄  

畳が多くみられた．薬柄のNO′竜一NはMo無添加区が多かった・   

3－1－2 H1370ガラス室ポット砂栽培（1968年冬季）   

Table2の如く，果実のNO′3－N量はMo無添加区がわずかに多かった・葉柄のNO′3－Nは1  

段の場合，Mo無添加区は添加区の2倍程度蓄積した・しかし3段の集柄ではむしろ添加区の方が  

多くなった．  

，rable2 Effect of the fertilization of molybdenurn on the accumulation ofllitratc  

in tomato fruit on sand culture．  

Var．Heinz1370．winter．1968．  

＊NOJ3－Nlevelin culturalsolution．   

3一卜3 Chicoガラス墓ポット砂栽培（1966年夏季）   

Table3に示す如く，Mo不足培地で栽培されたトマト果実中のNO′3－N量は緑果ではかなり  

多かった．丸・loの薬面散布の効果は禄果では認められたが，完熟果では認められなかった・  
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Table3 Effect of the foliar application of molybdenun on theaccumulation of  
nitratein tomato fruitgrownon sand culture．  

1l．4ppm！7．9pp，n  Mo addd  

pH4．5  

Unripe fruit  

lRed ripe fnlit 8ppn一事：二；ppm   

1．9ppm  

0
 
 

5
 
 

十
 
 

iency  

pH5．8  

Unripe fmit  

Redripe fruit  

Mo deficieTICy  

pH5．8  

U11ripe frⅥit  

Red ripe fruit  ＋ t；：；  

Var．Chico，Summer．1966．  

3－1－4 H1370，Tem－Coll内ポット砂栽培（1968年夏季）  

Table4の如く，果実中のNO′ユーN豊がどの区も非常に少ないのでMo添加の影響は認め難い．  

しかし，へた，葉柄中のNO′3－N畳はMo無添加区の方が多かった．  

Table4 Effectof the fertiliヱationofnitratetogetherwith molytxlenum on theaccumu－  
lation ofnitratein tomato fruitgrown undercontrolled atIllOSphere，＊綿  

＊NO′3－Nlevelin culturalsolution  Var．H1370．1969．  
＊＊Cuitivatedon140ppm NO13－N．which wasraised to350ppm from the7th to the14th  

dayafter the first flower of each cluster opened．  
坤＊Tem－Con，OSAKA REIKIKOGYOCO．，LTD．1VaS uSed．  

3一ト5 果実のNO′8－N巌とアスコルビン酸遠  

1969年度の餌場栽培の後期収穫の果実のNO′8－N畳とアスコルビン該量の関係はFig．1にみら  

れるように負の相関関係が認められた．   

3－2 光の影響について   

3－2－1大豊，ガラス室ポット妙栽培（1967年冬季）   

Table5に示す如ぐ，遮光区の果実には多量のNO′3－Nの蓄砥が認められた．  
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Fig．1Correlation ofthecontentsofascorbic  

acid and nitrate－nitrogenin tomato  

fruit．  

Table5 Effect of shading♯on the acctlmulation of nitratein tomato fruiton  

sand culture．  

Var．Taiho．1Vinter．1967．  

＊Tomato plants wel●e grow11uTlder shadiIlg With2sheets of cheesecloth．  

Table6 Effect of shading on the accumulation of nitratein tomato fruit on  

sand culture．  

Var．Heinz1370，Winter．1968．  

＊NO′3－Nlevelof cutturalsolution．   
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3－2－2 H1370ガラス室ポット砂栽培（1968年冬季）  

H1370では遮光区でNO8－N音読は認められなかった．（Table6）  

3－2－3 H1370，Chico，のぞみ圃場栽培（1968年夏季）  

3品覆とも遮光区は遮光しない区に比べて蓄積が多かった．  

Table7 Effectofshading＊on theaccumulatior）Ofnitratein tomatofruit grownon the field．  

NO′8－Nin fruit harvested on：  
Variety  Treatment  

7／10 l 7／17 l 7／23 l 7／311 8／8 l 8／14  

；：㌘pm茎；二㌘pIn  

no－Shading  

Shading   
打einzユ370  

no－Shading  

ShadiIlg  

no－Shading  

Shading  ；二；；二；  

Summer．1968．  

＊Tomato plantsweregrown undershadi11gwitha sheet ofCheesecloth   

4 考  察  

丸lo欠乏培地の葉菜類は生育不貞で，アスコルビン酸少なく，NO′8－Nが異常に蓄積し，土壌  

pHを中性付近に矯正するかMo施肥で治ると報告8）されている．またNO′3－Nを施用するとよ  

り多くのMoを要求7）するといわれる．本実験ではMo無添加区の葉柄ではMo添加区の葉柄よ  

り多くのNO3－Nを含有したが，果実ではMo無添加区の果実のNO′3－N量が比較的少なく，丸′【0  

添加区と比較して大差が認めめられなかった．またMo無添加区のNO′3－N高濃度区でもMo添  

加区と大きな差が認められなかった．Mo欠乏を治すには10a当り約120gのモリブデン酸ソー  

ダーの施用で充分であり9），培養液のMo畳も0．D5ppm程度であり，このようにごく故量で充分  

であるので，前述のようにMo無添加区で果実のNO′8－N量がMo添加区と大差がないことは砂  

耕中の砂からのMoの溶出など栽培管理上の問題がありそうである．   

トマト果実のNO′ユーN量とアスコルビ較量の間には負の相関関係が認められた．このことは上  

述の多くの報告7）■9）・10）・18）と一致した．しかしトマト果実のNO3－N量，アスコルビン敢豊と  

も品種間差異があり，この負の相関がMo欠に由来するかどうかは不明である．   

光に関しては弱光下では硝酸還元が低下する．光による硝酸還元の促進にはCO2排出を伴う場  

合と伴わない場合があり，Mo欠カリフラワーにMoを添加するとRQが低下し，NO′8－N量が減  

少するといわれる16）．杉山17）らはコカプのNOユーN量の日変化を調べている．   

本実験ではガラス室の大豊，圃場の H1370，Chico，のぞみの遮光区で蓄積が著るしく増大し  
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た．遮光の影響は日照不足以外に，寒冷沙内の温度，ガス組成などとも関連し得る・品種ファイア  

■ポールを用いた．著者らの未報告の実験では遮光した果実はNO′さ－Nの蓄積量大，硝酸還元活  

性極小，アスコルビン酸量極′トの結果を得ている．H1370の遮光区が大豊と比べてほとんど蓄積  

しない点は第4報の窒素施肥藍の問題と類似し，ある特定の環境条件に反応しやすい品種としにく  

い品種があると推定された．   

5 要  約  

1）トマト果実のNO′3－N蓄掛こ閲し，Moと光の影響を検討した．   

2）Mo無添加区の薬柄はれIo添加区に比べ多量のNO3－N蓄積が認められた．果実ではMo無  

添加区はMo添加区に比べわずかに多くのNO3一別量が認められたが大差はなかった．   

3）果実中のNO′3－N過とアスコルビン酸豊の問には逆相関が認められた。   

3）遮光すると果実のNO′。－N量は増加する傾向が認められたが，ガラス重栽培のH1370では  

認められなかった．  
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